
1988年出上の木簡

現
在
ほ
ぼ
直
線
的
な
尾
道
水
道
も
、
建
治
元
年

（
〓
一七
五
）
の

「尾
道
略
図
」

（写
し
現
存
）
に
よ
れ
ば
、
山
裾
に
沿

っ
た
湾
入
が
描
か
れ
て
い
て
、
独
立
し
花

位
置
関
係
に
も
考
え
ら
れ
、
現
地
表
面
も
標
高
三
ぞ
三

・
五
凱
に
把
え
ら
れ
、

中
世
浄
土
寺
文
書
中
の

「在
家
」
が
想
定
さ
れ
る
位
置
に
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
尾
道
遺
跡
調
査
成
果
か
ら
、
こ
と
に
海
浜
近
く
で
漸
進
的
な
埋

め
立
て
に
、
列
石
が
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
き
た
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
と
な

っ
て
き
た
。
本
調
査
で
も
、
自
然
石
円
礫

・
角
礫
が
平
坦
部

（生
活
面
，
じ
端
か

ら
や
や
膨
ら
み
を
も
っ
た
斜
面
に
貼
石
状
の
列
石
と
し
て
検
出
さ
れ
、
現
海
岸

線
に
も
対
面
す
る
位
置
関
係
に
あ

っ
て
鎌
倉
時
代
前
半
期
の
護
岸
と
推
定
し
て

い
る
。
墨
書
の
あ
る
木
製
下
駄
は
、
平
坦
部
の
下
約

一
ｍ
の
沈
澱
層
中
よ
り
多

く
の
木
片
と
と
も
に
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一
木
造
り
の
連
歯
下
駄
で
、
本
遺
跡
出
土
品
中
加
工
が
全
面
に
及
ん
で
丁
寧

な
作
り
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
墨
痕
は
前
歯
前
面
に
比
較
的
良
好
に
残

る
。
「
ア
」
又
は

「
刀
」
形
に
見
ら
れ
る
が
あ
る
い
は
使
用
者
の
目
印
と
し
て
の

マ
ー
ク
と
考
え
た
い
。

（森
重
彰
文
）

香
川
・紺
屋
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
香
川
県
高
松
市
紺
屋
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
一
〇
月
ぞ

一
九
八
六
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一局
松
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
井
雄
三

５
　
遺
跡
の
種
類
　
近
世
町
家
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

紺
屋
町
遺
跡
は
、
高
松
市
衝
の
中
心
部
に
位
置
し
、
現
在
は
市
立
美
術
館
が

立
地
し
て
い
る
。
当
該
地
は
、
北
側
が
紺
屋
町
通
、
南
側
が
鍛
冶
屋
町
通
に
面

し
て
お
り
、
城
下
町
絵
図
等
の

資
料
か
ら
、
近
世
当
時
の
町
屋

の
景
観
、
所
在
等
が
か
な
り
詳

細
に
復
原
で
き
る
箇
所
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
美
術
館
の
建
設
に

先
立
ち
、
部
分
的
な
が
ら
も
緊

急
に
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。
調
査
は
、
紺
屋
町
側
と

鍛
冶
屋
町
側
の
二
ヵ
所
に
建
物

(高 松)



の
空
閑
地
を
選
ん
で
設
定
し
た
が
、
木
筒
の
ま
と
ま
っ
た
出
土
を
見
た
の
は
紺

屋
町
側
の
調
査
区
で
あ
っ
た
。
調
査
区
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

紺
屋
町
側
調
査
区
は
、
通
り
に
面
し
て
東
寄
り
に
Ｌ
字
形
の
ト
レ
ン
チ
を
設

定
し
た
。
面
積
は
八
〇
♂
で
、
地
表
よ
り

一
・
二
ｍ
ま
で
を
重
機
で
掘
削
し
た
。

当
初
、　
〃
紺
屋
町
〃
の
通
り
名
か
ら
大
変
群
等
の
出
土
を
期
待
し
た
が
、
紺
屋

の
兆
候
を
直
接
示
す
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
遺
構
面
は
藩
政
期
の
も
の

と
見
ら
れ
、
近
世
、
近
代
の
土
羨
計

一
四
以
上
、
井
戸
三
、
濤
、
水
路
等
の
遺

構
が
確
認
で
き
、
遺
物
で
は
、
大
型
の
サ
ザ
エ
殻
多
数
の
ほ
か
、
フ
イ
ゴ
羽
口
、

近
世
陶
磁
器
片
等
が
出
上
し
た
。
こ
の
う
ち
、
木
質
資
料
を
出
土
し
た
の
は
調

査
区
東
端
の
二
つ
の
土
残
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
上
羨
は
、　
一
生
ハ
ｍ
の
間
隔
を
お
い
て
南
北
に
並
ん
で
検
出
さ
れ

た
。
規
格
は
、
北
側

（
一
号
土
疲
）
が
平
面
長
軸
二

・
五
ｍ
×
短
軸
二
ｍ
×
深
さ

一
・
〓
冨

、
南
側

０
一号
土
城
）
が
同
じ
く
二
ｍ
×
一
・
六
ｍ
×
○

・
九
ｍ
で
あ

る
。
両
者
と
も
に
多
様
な
遺
物
を
包
合
す
る
が
、
そ
の
種
類
は
ほ
ぼ
共
通
し
て

お
り
、
陶
磁
器
片
等
に
時
期
差
を
示
す
も
の
が
含
ま
れ
る
も
の
の
、
新
旧
の
遺

物
が
全
層
に
散
在
し
て
お
り
、
共
に

一
時
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
号
土
竣
の
埋
土
は
、
最
下
層
に
大
量
の
瓦
が
堆
積
し
て
お
り
、
瓦
片
の
間
隙

は
水
で
充
満
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
瓦
層
の
上
層
は
粕
質
の
強
い
ン
ル
ト
層
で
、

こ
の
さ
ら
に
上
層
の
各
層
で
木
質
資
料
が
出
土
し
て
い
る
。

土
城
の
年
代
観
は
、
主
に
包
含
さ
れ
る
陶
磁
器
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

遺
物
個
々
に
つ
い
て
の
細
述
は
省
く
が
、
時
期
的
に
は

一
八
世
紀
の
も
の
が
最

も
多
く
、　
三
ハ
世
紀
末
を

一
七
世
紀
代
、
さ
ら
に
は

一
九
世
紀
前
半
に
か
か
る

と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
、
伊
万
里

。
有
田
焼
を
中
心
に
唐
津

。
瀬
戸
焼
も

見
ら
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
遺
物
の
包
含
状
況
か
ら
ご
く
短
期
間
の
投
乗
に
よ

る
も
の
と
推
定
で
き
る
。

木
質
資
料
は
、
付
札
の
他
、
桶
側
板
、
下
駄
、
箸
、
丹
塗
り
椀
等
が
出
土
し

て
い
る
。
付
札
は
墨
書
が
あ
る
程
度
解
読
可
能
な
も
の
の
み
を
選
ん
で
図
化
し

た
。

８
　
木
筒

の
釈
文

・
内
容

「
■
種
子
五
拾
俵
　
一三
□
　
」

「
裸
麦
弐
拾
□
　
□
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
∞Φ受
∞受
ω
目

「
日
□
　
　
　
　
　
　
」

「
種
子
拾
□
俵
　
一二
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
∞卜貿
∞貸
¨
Φ潔

「
＋
□
八
拾
弐
俵
　
一二
谷
屋

由
佐
□
日
　
」
　
　
　
　
　
　
　
∞］翼
鴛
添

ｏ潔

「
＜
日
日
‐‐
日
日
一

「
＜
山
田
郡
西
植
田
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μＳ
溢
実
ミ
ｏ愁

「
＜
同
日
Ｈ
日
日
□

14)

「
＜
　
　
□
□

（μ∞
い）
×
∞⇔
×
『
　
〇
∞
Φ
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＝

Ⅲ

＝

―――

＝

―――

―――

＝

‐――

――

‐――

―――

――Ｉ

Ｕ

（７
訴
辛
印
）

Ｈ
∞
〇
　
い
×

（
∞
¨
）
×

（
中
〇
＝
）

Φ
×

（
∞
代
）
×

（
い
い
）

』
×

∞
即
×

出
ω

Φ
×

∞
［
×

』
”
＝

∞
×

¨
［
×

（
Φ
Φ
＝
）

『
×

［
飩
×

Φ
∞

〇
蛉〇
　
い
×
Φ【
×
（い
∞
）

ω
∞〇
　
い
×
∽”
×
（∞
＝Ｈ
）

［
‐‐
‐‐
‐‐
日
日日
‐‐日
］
」

□
　
□
」

□
三

「

ｏ

普
嘩
）

ｏ

」

「

ｏ

晋
嘩
）

ｏ

」

（班
彰
）
　
　
　
（班
影
）

「
躙
砂
早
升
科
□
□
」

躙
影
学
一日

日

一躍
□

（
□
歩

一

「
　
科
留
普
」

「
躙
影
平
□
」

×
田
勲
里
躍
田
印
＞
」

磯
□
□
□
＞
」

日

□

≧

□
□
□
□
□
＞
」
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